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１．はじめに                 

港区は、海水浴イベント（お台場プラージュ）開催時に

海水浴の衛生面の安全性確保のため水浴基準項目のモニ

タリングを実施するとともに、遊泳時の顔つけの可否等を

判断するために、大腸菌濃度を指標とした海水浴予報シス

テムを運用中である 1)。類型化された降雨群の代表を用い

た予報システム値と実測値は、これまでのイベントでは概

ね整合しており、水浴可否の判断に大きな矛盾はないこと

が示されている。ただし、小潮期-少雨時や連続降雨後の

システム値が実測を下回るケースもあり、精度向上のため

の現地観測の継続とシステムの改良が必要である 2)。 

コロナ禍による行動制限やオリンピック・パラリンピッ

ク競技大会により中止されてきた海水浴イベントが、2022

年夏に再開された。本報では、継続した水質モニタリング

結果と、予報システム運用面での改善策について報告する。 

２．方法 
水質モニタリングは、水中スクリーン設置期間において

実施した。水温、塩分は連続観測、異なる降雨（3 回）後

や海水浴イベント期間中は、水中スクリーンの内外で採水

分析や流況観測を実施した。海水浴は、お台場海浜公園に

設置された水中スクリーンの内側で実施された（図-1）。 
公定法と Colilert-18 を用いた迅速定量分析法（以後、コ

リラートと称する）の 2 通りで海面下 0.5ｍ層の糞便性大

腸菌群数を測定した。そして、海水浴イベント中の顔つけ

可否判断の精査のため、予報システム値と実測値との整合

性を降雨･潮位の条件や他の要因等も含めて検討した。 

３．結果 
 7 月 13 日から 8 月 7 日までの 25 日間に実施した水質モ

ニタリングにおける大腸菌濃度実測値と予報システム値

の経時変化を図-2 に示す。7 月 11 日から 14 日は水中スク

リーン設置のため水域は囲われていない。海水浴イベント

は 7 月 30 日から 8 月 7 日の 9 日間である。 

 予報システムが与える大腸菌濃度は、降雨に伴う上昇と

その後の減衰を繰り返しており、コリラートによる糞便性

大腸菌群濃度の変化傾向と概ね一致していた。公定法の濃

度は、コリラートと比較して同程度以下となっていた。海

水浴イベント期間においては、7 月 30 日から 8 月 4 日の 4
日間は顔つけ可、8 月 5 日は不可、8 月 6 日から 8 月 7 日

は注意とする判断を示したが、8 月 4 日の予報システム値

と実測値に大きな乖離がみられた。                                                                

４．考察およびまとめ 
公定法やコリラートの測定値と予報システム値とは、7

月 22 日と 8 月 3 日の少降雨後を除き、良好な整合性を示

した。この少降雨後に濃度上昇がないことから、降雨分類

に課題があるものと推察される。少雨に関しては、雨天時

越流水発生の有無や越流発生源までの距離等を考慮した

再分類を行うことが求められる。また、予報システム値の

濃度低下傾向が強いことから、大腸菌の死滅に影響する日

射量の設定についても再検討する必要がある。また、お台

場海浜公園内やその周囲に雨水管が確認されたことから、

その影響の有無を精査する必要もある。 
 水中スクリーンには、降雨後の表層水塊や浮遊物の流入

防止機能が期待される。7 月 15 日と 8 月 4 日の強い降雨

後を除くと、内側が外側より濃度が低いことから汚染水塊

の流入防止効果等があったものと判断される。ただし、潮

位上昇時には海底とのすき間ができること、継ぎ目箇所な

どで完全な遮断はできないことから、設置方法に留意する

必要がある。 
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図-1 水中スクリーンの設置位置 

 
図-2 降雨量と糞便性大腸菌群数等の実測値と予報システム値（2022 年 7 月 12 日～8 月 7 日） 

 

0       500m

台場

ST2

(外)

ST1

(内)

ST4

ST5

水中スクリーン

0

5

10

15

20

25

30

1

10

100

1,000

10,000

100,000

7/12     
0時

7/13     
0時

7/14     
0時

7/15     
0時

7/16     
0時

7/17     
0時

7/18     
0時

7/19     
0時

7/20     
0時

7/21     
0時

7/22     
0時

7/23     
0時

7/24     
0時

7/25     
0時

7/26     
0時

7/27     
0時

7/28     
0時

7/29     
0時

7/30     
0時

7/31     
0時

8/1     
0時

8/2     
0時

8/3     
0時

8/4     
0時

8/5     
0時

8/6     
0時

8/7     
0時

8/8     
0時

降
雨
強
度

(m
m

/h
r)

糞
便
性
大
腸
菌
群
数

(個
/1

00
m

l)

大
腸
菌
数

(C
FU

/1
00

m
l)

：公定法（内）：水浴基準 ：コリラート（内） ：公定法（外） ：コリラート（外）：降雨
：予報ｼｽﾃﾑ値

(大腸菌数)

水中ｽｸﾘｰﾝ設置 顔付けOK NG 注意
105

104

103

102

10

1


